
も
珍
し
く
横
穴
式
石
室
に
実
際
に

入
る
こ
と
が
出
来
る
。
ず
っ
と
近

隣
の
人
々
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
の

か
、
状
態
良
く
残
存
し
て
い
る
。

　

古
墳
は
墓
。
自
分
が
「
生
き
た

証
」
を
後
世
に
残
す
た
め
に
人
は

墓
を
つ
く
る
。
多
く
の
古
墳
は
残

せ
な
い
ま
ま
潰
さ
れ
た
り
、
長
い

時
間
を
か
け
自
然
に
飲
み
込
ま
れ

人
々
の
記
憶
か
ら
消
え
て
い
く
。

不
動
産
開
発
な
ど
の
地
盤
整
備
で

古
墳
が
発
見
さ
れ
、
様
々
な
出
土

品
か
ら
当
時
の
人
々
が
こ
の
地
で

ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
、
他
地
域
や

海
外
と
の
交
流
を
し
て
い
た
か
が

わ
か
る
。
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
時

間
が
時
代
を
越
え
て
、
再
び
私
達

の
前
に
現
れ
る
。
古
墳
は
壮
大
な

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
だ
。

　

住
宅
地
区
に
入
っ
て
い
く
と
、

一
部
が
公
園
に
な
っ
て
い
る
「
朝

町
竹
重
遺
跡
」
が
あ
る
。
こ
の
場

所
で
1
5
0
基
以
上
の
土
坑
墓
が

　

令
和
4
年
（
2
0
2
2
）、
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
が
世
界
登
録

さ
れ
て
5
年
が
経
っ
た
。
世
界
遺

産
に
よ
っ
て
市
外
の
観
光
客
も
増

加
。
多
く
は
世
界
遺
産
を
求
め
海

側
に
目
が
向
い
て
い
る
が
、
同
じ

時
代
、
海
の
民
と
の
交
流
が
内
陸

に
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
発
掘
さ
れ

た
多
く
の
古
墳
や
出
土
品
か
ら
当

時
の
様
子
が
わ
か
る
。
福
津
に
は

世
界
遺
産
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群

が
あ
る
が
、
広
範
囲
の
宗
像
郡
で

見
る
と
、
実
は
宗
像
市
内
の
至
る

と
こ
ろ
に
も
古
墳
群
が
多
く
点
在

し
て
い
る
。
宗
像
は
早
く
か
ら
前

方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
数

も
多
く
、
大
和
政
権
と
の
繋
が
り

が
伺
え
る
。
今
回
は
宗
像
東
部
側

の
古
墳
を
「
海
の
道
む
な
か
た
館
」

に
も
協
力
い
た
だ
き
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
向
か
っ
た
の
は
「
名
残
伊

豆
丸
遺
跡
」。
こ
ち
ら
は
宗
像
で

発
掘
さ
れ
た
。
弥
生
時
代
前
期
の

終
わ
り
頃
か
ら
造
ら
れ
始
め
、
古

墳
時
代
後
期
の
も
の
ま
で
確
認
さ

れ
て
い
る
。
以
前
の
墓
を
部
分
的

に
壊
し
て
新
し
く
墓
を
造
る
な

ど
、
何
百
年
と
こ
の
地
域
に
人
が

暮
ら
し
、
栄
え
て
い
た
の
で
は
、

と
想
像
で
き
る
。
そ
の
後
、
新
た

な
土
地
に
移
っ
て
い
っ
た
の
か
、

他
の
有
力
者
に
敗
れ
衰
退
し
た
の

か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
そ
の
後
、

人
々
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
、
原
野
と

化
し
て
い
っ
た
。

　

私
達
が
い
ま
目
に
し
て
い
る
森

林
も
も
し
か
し
た
ら
、
弥
生
時
代

や
古
墳
時
代
に
は
集
落
が
あ
り
、

墓
を
つ
く
り
、
私
達
の
先
祖
が
そ

こ
に
住
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
長
い
年
月
を
か
け
て
様
々
な

物
語
が
あ
り
、
地
域
で
残
せ
た
古

墳
、
残
せ
な
か
っ
た
古
墳
が
あ
る
。

宗
像
の
古
墳
に
訪
れ
、
そ
ん
な
こ

と
に
想
い
を
馳
せ
て
欲
し
い
。

住宅街にぽつんと残る古墳「朝町山ノ口
遺跡（宗像市青葉台2丁目-24-6）」。発掘
調査では23基の古墳が発掘調査された。

公園全体が古墳になっている「広陵台古墳公
園（宗像市広陵台4丁目）」。発掘は南北1km、
東西400mにおよんだ。

住宅街の坂を上っていくと広い公園が
ある「朝町竹重遺跡（宗像市朝町
2464-1・2ほか）」だ。弥生時代、古墳
時代に造られた150基を超える土壙
墓、木棺墓、甕棺墓、横穴式石室が見
つかった。各時代の埋葬方法が残るこ
の遺跡は長く人々の暮らしがあったこと
を物語る。

150基を超える墓が出土、
土地を耕し、移り住んできた人々

弥生時代の稲作や埋葬の様子をイラストにしたもの

取材協力、イラスト・資料提供：海の道むなかた館（宗像市深田588）

海
だ
け
で
は
な
い
、

内
陸
も
栄
え
て
い
た
宗
像

About

令和2年に猛威を振るう新型コロナウイル
ス。その影響により、改めて見直されるように
なったのが日常的な運動。今回は赤馬館を
出発点に吉武地区を散策するウォーキング
をご紹介。赤間宿の街並みと自然豊かで寺
社仏閣などが残る吉武地区の約00kmの
ルートを散策。

古墳が公園になっていて駐車
場完備のところもあるが、無い
ところもあるのでご注意を。駅
前や様々な施設にはシェアサ
イクルもあるので、公共交通機
関を活用して自転車で訪れる
のも良いかもしれない。

Remains
o! Muna"ata

古墳探訪Theme

実
際
に
入
れ
る
古
墳

忘
れ
去
ら
れ
た

暮
ら
し
が
発
掘
で
蘇
る

残
せ
た
古
墳
、

残
せ
な
か
っ
た
古
墳

世界遺産登録された新原・奴山古墳群には、
宗像君一族が5～6世紀にかけて海沿いに古
墳群を築いた。現存しているのはその数41基。
沖ノ島への信仰やこの場所での暮らしが垣間
見える。加えて、内陸側にも多くの遺跡が現存
しており、弥生時代や古墳時代からこの宗像
の地が栄えていたことを物語っている。

宗像の遺跡

名残伊豆丸遺跡は案内看板も小さいものしかなく、少々場所が分かりづらいので地図アプリ等で事前確認を

最近の調査で七社神社の本殿の高まりも古墳と判明した

古墳時代の様子を一枚のイラストにまとめたもの。祭り、土器づくり、埋葬などの様子がわかる


